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トライアル･サウンディング事業実施における留意事項 

 

1. 費用負担 

応募に関するすべての書類の作成及び提出、事業の実施に係る費用は、全てトライアル・サウンデ

ィングにより暫定利用をするもの（以下、「暫定利用者」という。）の負担とする。 

事業の実施においては、公園使用料及び上下水道料は全額免除とする。ただし、水栓の占有又は大

量利用する場合は別途利用料等が発生する為、提案内容に応じて市と調整する。 

電気については発電機、ガスについてはプロパンガス、いずれも暫定利用者が用意することとする。 

暫定利用に際して発生したゴミ（公園利用者に提供したサービスで発生したゴミも含む）の回収処

理及びそれに係る費用は暫定利用者の負担とする。 

各種申請や保険加入等に係る費用は暫定利用者の負担とする。 

 

2. 提出書類の取り扱い・特許権等 

提出書類等の取扱いについては以下の通りである。 

・提出書類の著作権は、暫定利用者に帰属するが、提出書類は返却しないものとする。 

・暫定利用者の提出書類については、本事業以外では無断で使用しない。 

・提案内容に含まれる特許権、実用新案権、意匠権、商標権等の日本国の法に基づいて保護される

第三者の権利の対象となっている事業手法、工事材料、施工方法、維持管理方法等を使用した結

果生じた責任は、提案を行った暫定利用者が負うものとする。 

 

3. 法令等の遵守 

提案及び実施にあたっては、暫定利用者の責任において関係法令及び法令適合等を確認すること。 

 

4. リスク分担 

トライアル・サウンディングに伴い発生するリスクについては、原則として暫定利用者が負うもの

とする。 

 

5. 許可書の取り扱い 

許可書が交付された暫定利用者は、許可書に記載された条件のとおり公共施設を使用し、申請した

利用内容に応じた事業を実施すること。なお、使用期間中は、事業に必要となる使用許可証を携行す

ること。 

 

6. 事業中止 

以下の場合は、暫定利用を中止することがある。 

（1）申請した利用内容や許可条件に反する行為が行われたとき。 

（2）安全対策が十分でないとき。 

（3）新型コロナウイルス感染症が拡大するおそれがあるとき。 

暫定利用期間が緊急事態宣言下又は、まん延防止等重点措置となった場合は中止とする。 

また、沖縄県が公表する『沖縄県対処方針』等に基づき、以下の場合に名護市の判断により開催中

止または延期等とする。 

①対処方針等に基づく感染防止対策を十分に講じることができない場合 

②飛沫の抑制の徹底、手洗、手指・施設消毒の徹底、換気の徹底、来場者間の密集回避、飲食の制

限、出演者等の感染対策、参加者の把握等が困難な場合 

③イベントでクラスター等が発生した場合 

別紙２ 
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（4）開催 2 日前の気象庁及び気象協会の天気予報において、開催当日の天気が注意報レベル以上の大

雨や暴風（風速 10km/h）と発表されたとき。 

（5）その他、地震（震度 4以上）や火災、テロなどが発生あるいは予告された場合、名護市との協議の

上、中止や中断の判断を行う。 

 

7. 安全対策 

（1）来場者の安全性の確保 

公園内における安全管理は、暫定利用者の責任で行い、事故の無いよう十分配慮すること。 

（2）強風対策 

テント等、強風に煽られる可能性があるものを設置する場合は、強風対策のための重りを各自で必

ず設置すること。 

（3）火気･発電機･プロパンガスの使用 

火気･発電機･プロパンガスを使用する場合は、事前に名護市消防本部 予防課（電話：0980-52-1195）

へ「露店等の開設届出書」の提出、許可を得た上で、各自で必ず消火器を用意し安全に努めること。 

（4）災害等発生時 

地震（震度 4 以上）や火災、テロなどが発生あるいは予告された場合、速やかに避難行動を行う。 

（5）新型コロナウイルス感染症拡大防止対策 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室にて各

業種団体が発行している『業種ごとの感染拡大予防ガイドライン※』及び沖縄県 HP掲載の『新型コロ

ナウイルス感染症に関する各種情報について』及び『イベントの開催制限等について』、名護市 HP掲

載の『新型コロナウイルス感染症について』を確認の上、拡大防止に努めること。 

なお、各ガイドライン等は状況に応じて改正されるため、最新の情報を確認し遵守すること。 

 参照：内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室 HP（https://corona.go.jp/） 

    ▶業種ごとの感染拡大予防ガイドライン（https://corona.go.jp/prevention/pdf/guideline.pdf?20220517） 

    沖縄県 HP（https://www.pref.okinawa.jp/site/chijiko/kohokoryu/koho/2020_new_corona_potal.html） 

    ▶イベントの開催制限等について 

（https://www.pref.okinawa.lg.jp/site/chijiko/kohokoryu/koho/20200828.html） 

    名護市 HP（http://www.city.nago.okinawa.jp/news/emergency/eme05/） 

※暫定利用者が実施する事業内容に基づき、業種ごとの感染拡大予防ガイドラインを遵守すること。 

 例）・新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針（改正）に基づく外食業の事業継続のためのガ

イドライン 

・祭り・イベント等開催に向けた感染拡大防止ガイドライン 

・体験教室向け新型コロナウイルス対策ガイドライン                  他 

  

https://corona.go.jp/
https://www.pref.okinawa.jp/site/chijiko/kohokoryu/koho/2020_new_corona_potal.html
http://www.city.nago.okinawa.jp/news/emergency/eme05/
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 【対策例】 

① 飲食物を提供する場合、家族等の一集団と他の集団との距離が概ね２ｍ以上となるよう座席を

配置 

② 混雑時の利用者への適切な誘導の実施 

③ 食器、テーブル、椅子等の消毒の徹底 

④ 暫定利用者及び施設利用者は、マスクの着用と手指消毒を徹底 

⑤ 対面で販売を行う場合、アクリル板や透明ビニールカーテンにより購買者との遮蔽を徹底 

⑥ 物販を行う場合は、多くの者が触れるようなサンプル品・見本品は極力取り扱わない 

⑦ 現金の取扱いをできるだけ減らすため、可能であればキャッシュレス決済などを活用 

 

【暫定利用期間が緊急事態宣言下又は、まん延防止等重点措置等となった場合】 

暫定利用期間が緊急事態宣言下又は、まん延防止等重点措置となった場合は、暫定利用を中止する。

感染拡大抑止期間等の対処方針等が沖縄県から示されている場合は、対処内容や実施時間等の協力要

請に従うこととする。 

実施日の振替等については名護市と別途協議とするが、状況により振替実施が不可能となる場合も

想定される。 

なお、中止・振替等に関わる費用については、事業者の負担とする。  
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8. 21世紀の森公園 Park-PFI事業者公募における評価加点について 

トライアル･サウンディングの暫定利用者となった事業者については、今後予定している 21世紀の

森公園 Park-PFI事業の事業者選定において評価加点を検討する。 

 

9. モニタリング・アンケート 

（1）暫定利用者モニタリング【暫定利用期間中】 

暫定利用期間中に暫定利用者へのモニタリングを実施し、提案内容（許可）通り事業を実施してい

るか等の確認を行う。 

 

表 暫定利用者モニタリング 

期間 暫定利用期間中 

対象 暫定利用者 

調査手法 チェックリストを用いた現場でのモニタリング 

調査項目 

・トライアル・サウンディング実施に関する留意事項等を遵守しているか 

・提案通りにトライアル事業を実施しているか 

・条例等に関する違反行為や危険行為等を行っていないか 

・新型コロナウイルス感染症対策を行っているか           等 

 

（2）公園利用者アンケート【暫定利用期間中】 

暫定利用期間中に、公園利用者へのアンケートを実施し、イベントに対する評価等の確認を行う。 

暫定利用者は暫定利用期間中に、公園利用者向け WEBアンケート（QRコード記載チラシ）を配布す

ることに協力すること。 

 

表 公園利用者アンケート 

期間 暫定利用期間中 

対象 公園利用者 

調査手法 WEBアンケート（利用者に QR コードを記載したチラシ配布） 

調査項目 

・トライアル・サウンディング（イベント）の認知 

・トライアル・サウンディング（イベント）の評価 

・今回のイベント以外に体験、参加したいイベント 

・回答者基本情報                         等 
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（3）詳細事業報告書の提出とアフターヒアリング【暫定利用実施後】 

暫定利用実施後に、暫定利用者は詳細事業報告書（様式 4）等必要書類を提出すること。また、必

要に応じてアフターヒアリングを行い、市との対話の機会を設ける。 

 

表 詳細事業報告書 

提出時期 暫定利用実施後 

対象事業者 暫定利用者 

調査項目 

■トライアル・サウンディング実施概要 

・ 事業名（タイトル） 

・ トライアル・サウンディングの実施目的 

・ 事業内容 

・ 開催日時 

・ 開催場所 

・ スケジュール（結果） 

・ 実施写真 

・ 利用者や関係者からの意見                   等 

■トライアル・サウンディング実施実績 

・ イベント収支状況 

・ イベントの参加者数 

・ メディア掲載実績 

・ 広報実績 

■全体の振り返りと今後について 

・ 事業実施における課題・感想 

・ 行政に対する要望 

・ 今後の事業への参入意向                    等 

 

 


